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「新 子ども見守り隊」が立ち上がって、２か月が経ちました。各自治会の見守り隊の皆様方の献身

的な活動により、子どもたちが毎日安心して登下校ができますことに、心より御礼申し上げます。 

９月の発足時には、「できる範囲での活動を」とお願いしたところでしたが、自治会の見守り隊の方が、

見守りの方法をいろいろと工夫してくださって、下記のような方法で活動を展開してくださっています。 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、感謝の気持ちを伝えることと、子どもたちとの交

流を深めることを目的に「ふれあい給食」を、１０月に実施

しました。会では、３年生が「感謝の言葉」を述べた後、自

治会ごとに分かれたテーブルに、各地区の見守り隊の方をお

招きし、お話ししながら一緒に給食をいただきました。また、

４年生が「見守り隊 復活」と題した作文を読み上げ、感謝

の気持ちを伝えました。 

  
＜１０月１５日付 福島民友より＞         ＜１０月１４日付 福島民報より＞ 

 

「小田川小子ども見守り隊」復活         小田川小学校  四年  

平成二十八年九月二日、わたしたち小田川小学校の「子ども見守り隊」が復活しました。 

前日の給食の時間に、教頭先生から、 

「明日、下校の前に、子ども見守り隊の方たちとの顔合わせ会があります。」 

と連らくがありました。わたしは、その話を聞いて、今までは子ども見守り隊はなかったのにどうした

んだろうなと思いました。  

次の日、全校生がホールに集まると、見守り隊の方々が方部ごとに入って来ました。わたしの方部に

は、いつも散歩をしているおじいさんやおばあさん、そして、わたしのおじいちゃんもいました。みん

な、黄色いぼうしをかぶり、服の上に黄色いベストを着ていました。そのベストの後ろには、「小田川小

子ども見守り隊」と書かれていて、とてもかっこよかったです。校長先生もベストを着ていて、みんな

「たのしい学校」 

○ 地区にいる５人の見守り隊の方々が、曜日ごとに分担して、子どもたちを見守って行く方法 

○ 萱根地区や東部ニュータウンの見守り隊の方々は、４号線の歩道橋付近まで連れてきた後、

その後は、泉田の見守り隊の方に子どもたちを引継ぎ、泉田の方々が学校まで連れてくるなど、

自治会間の連係プレーを図りながら見守って行く方法 

○ 自転車を引いて子どもたちの登校に付き添い、帰りは自転車に乗って自宅に戻る方法 

 



がんばっているなと思いました。ならんでい

る時、一人のおじいさんが、手をふってくれ

ました。わらっていて、やさしい感じが伝わ

ってきました。 

いよいよ、顔合わせ会が始まりました。最

初に校長先生のお話がありました。子ども見

守り隊は、今から十一年前に、「防犯ボランテ

ィア」という名前で活動を始めましたが、次

第に仕事が忙しくて出られない方もいて、だ

んだん活動をしなくなってしまったそうです。

そこで、今の校長先生が、自治会長さんにお

願いをして、各方部から五人くらいすいせんしてもらい、「小田川小子ども見守り隊」として復活するこ

とになったとのことでした。 

次に、見守り隊の方、一人一人のしょうかいがありました。教頭先生が名前をよぶと、一人一人が立

ってあいさつをしてくれました。 

「くまやいのししが出るから、気をつけて。」 

と言う人もいました。おじいさんやおばあさんは、面白い感じの人ばかりで、みんなわらっていました。

そのおかげで、楽しい顔合わせ会になりました。本当に守ってくれそうな、たよりになるみなさんだな

と思いました。 

その日の下校は、見守り隊の方といっしょに歩いて下校しました。金曜日だったので、わたしのおじ

いちゃんが当番の日でした。おじいちゃんは、子どもたちの後ろを歩いていたけれど、横だん歩道に来

ると後ろから一番前に来て、子どもたちをわたらせてくれました。うれしくて、少しほこらしい気分で

した。その日から、登校や下校のときに、毎日のように見守り隊の方にお世話になっています。わたし

の方部はだいぶ遠いので、と中まで歩いて、あとは車に乗る見守り隊の方もいます。長いきょりを歩く

のは大変だからです。でも、ある日の帰り、あるおじいさんが、わたしの家のある所までずっと歩いて

くれました。 

「気をつけて帰るんだよ。」 

とも言ってくれました。見守り隊の方がいると、みんな一列で歩くし、お話ししながら歩いて、とても

楽しいふんい気です。班でいっしょの六年生が、飛び出しをしてしまいそうになった時にも、注意をし

てくれました。 

五、六年生がいなくて、わたしが一日班長だった日がありました。横だん歩道で下級生たちをわたら

せていると、見守り隊の方が、 

「えらいね。」 

とほめてくれました。一番うれしかったです。 

見守り隊が復活して、車で帰ることがあまりなくなりました。見守り隊の方がいると、わたしは歩く

のが本当に楽しいし、みんなも楽しいと思います。これからは、毎日歩いて、車での帰りをなくしてい

きたいです。以前は、学校から家までただ長いきょりを歩くだけだったのに、今は、見守り隊の方とお

しゃべりをしていると、すぐに家に着いちゃう気がして、歩く時間が短く感じます。見守り隊の方には

とても感しゃしています。これからもずっと、「小田川小子ども見守り隊」のみなさんに、この活動を続

けてほしいです。 
  

＜放射線量のお知らせ＞  １１月１１日現在における放射線量（地表５０ｃｍ、単位μＳｖ／ｈ） 

① 校庭（中央）    ０．１３        ② 教室（２階１年教室）０．０８ 

③ モニタリングポスト ０．１２（地表１ｍ）   

１４日 月  

１５日 火 マラソン記録会②低学年③高学年④中学年 外国語 フッ化物洗口 健康生活調  

１６日 水 
福島県環境創造センター体験学習<５･６年>８:３０～出発  
就学時健康診断<新入学予定児>受付１２:４０～ ノーメディアデー 

１７日 木 除雪対策会議１８:００（東北中）  

１８日 金 リズムダンス教室<４･５･６年>③ 関の森公園体験学習<１･２年>９:００～出発 

１９日 土 土曜学習会９:００～（東北中）児童の送迎をよろしくお願いします！ 


